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オー君  「花
はな

ちゃん。この前
まえ

のお話
はなし

は、ちょいとむずかしかったね。」 

花ちゃん 「そうね。でも、いろいろなことがお勉強
べんきょう

できて、とてもうれしかったわ。」 

オー君  「さすがは花
はな

ちゃん。えらいことをいうね。ところでさ、上
うえ

の写真
しゃしん

は何
なん

だ。」 

花ちゃん 「さあ・・・？何
なん

でしょうね。」 

オー君  「あ！むこうからモンタ博士
は か せ

がくるよ。聞
き

いてみようよ・・・。モンタ博士
は か せ

！」 

モンタ博士「はーい。よい子のオー君
くん

・花
はな

ちゃん元気
げ ん き

かな。」 

花ちゃん 「モンタ博士
は か せ

、上
うえ

の写真
しゃしん

はいったいなんですか。」 

モンタ博士「あ！これは、モンタ博士
は か せ

がとった写真
しゃしん

だよ。モンタ博士のデジカメはね、と

ってもいいカメラでね、接写
せっしゃ

撮影
さつえい

といって、とても近
ちか

くで写真
しゃしん

をとることが

できるんだ。１ｃｍまで近
ちか

つけるんだぞ。すごいだろう。」 

ヒノキを１㎝の近
ちか

さから撮影
さつえい

 



花ちゃん 「あのー。それって、自慢
じ ま ん

しているんですか。奥
おく

さんにおねだりして買
か

っても

らったといううわさですよ。」 

モンタ博士「まあまあ、そういうわけだけどね・・・。そうそうこの写真
しゃしん

は何
なに

かというお話
はなし

だったよね。よく見
み

ると、緑色
みどりいろ

をしているだろう。だから植物
しょくぶつ

さ。それに白
しろ

いすじがあるだろう。」 

オー君  「植物
しょくぶつ

ということは、何
なに

かの葉
は

っぱということですか。」 

モンタ博士「ピンポーン。そのとおり。これはね、ヒノキという木
き

の葉
は

っぱなんだ。」 

花ちゃん 「思
おも

い出
だ

したわ。ヒノキというのは、スギと同
おな

じように針葉樹
しんようじゅ

で、おうちを建
た

て

たり、柱
はしら

に使
つか

ったり、とても大切
たいせつ

な木
き

ですね。それから、漢字
か ん じ

で『桧
ひのき

』と書
か

いて、木
き

と木
き

を会
あ

わせて『火
ひ

』を出すので、火
ひ

の木
き

（ヒノキ）というんです

ね。」 

モンタ博士「よく覚
おぼ

えていたね。ヒノキの葉
は

っぱのうらに白
しろ

いすじがあるだろう。よく見
み

る

と『Y』（ワイ）の字
じ

に見
み

えるね。これがヒノキの特徴
とくちょう

なんだ。」 

オー君  「ふーん。葉
は

っぱのウラか・・・。ふだんあまり見
み

ないな。」 

モンタ博士「そうだろう。ところがね、葉
は

っぱのうらって、植物
しょくぶつ

を観察
かんさつ

するとてもいい 

ポイントなんだよね。」 

花ちゃん 「はい。わかりました。これからは、植物
しょくぶつ

をただ見
み

るだけでなく、いろいろと

葉
は

っぱをひっくりかえしてみたりしますね。ところで、この白
しろ

いすじは何
なん

？」 

モンタ博士「これは、ろうのような物
もの

で火
ひ

を近
ちか

づけると、とけてなくなってしまうよ。」 

オー君  「へえー。そうなんだ。おもしろそうだな。」 

モンタ博士「でも、子
こ

どもだけで火
ひ

遊
あそ

びはいけないから、おうちと人
ひと

とやってごらん。 

      それから、この白
しろ

いものは、ろうのようなものといったけど、正
ただ

しくは、テ

ルペン系
けい

という物質
ぶっしつ

をふくんでいるんだ。そして、これは、木
き

が病
びょう

害虫
がいちゅう

や

バクテリアなどを防
ふせ

ぐためのもので、人間
にんげん

には、とても心地
こ こ ち

よくて、森林浴
しんりんよく

の

もとでもあるんだよ。」 

オー君  「ぼく、お寿司屋
す し や

さんでこの葉
は

っぱ見
み

たよ。」 

モンタ博士「そうだろう。ヒノキの葉
は

っぱから発
はっ

する物質
ぶっしつ

は、魚
さかな

などが腐
くさ

らないようにし

てくれるんだ。昔
むかし

から人
ひと

と植物
しょくぶつ

は仲良
な か よ

しで、いろいろと利用
り よ う

してきたんだ。」 


